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株式会社 北上精密
代表取締役社長　小原 初弘

会 社 名 株式会社 北上エレメック
本　　社 北上市鬼柳町都鳥１３３
電　　話 0197-67-3231
代 表 者 菅原 康裕

レーザー溶接機ほかの設備貸与や取引あっせ
ん、生産改善指導などを通じ企業体制を強
化。さらに会社の実力を上げていくために研
修制度などの充実を希望している

創　　業 昭和48年（１９７３年）3月
従 業 員 １２５名
業　　種 プラスチック金型設計製作・加工
U　R　L http://www.kitakami.ne.jp/̃ksnet/vflame7.html

高度な機械加工技術を武器に
顧客のあらゆる要望に応える

　昭和40年代は、日本工業が従来の
鉄鋼や石油化学などから組立加工
などの機械工業へと変化していった
時期である。北上市に本社をおく北
上エレメックも昭和48年、前年に創業
した関連会社の北上精密とともに時
計部品加工からスタートする。以来２
社は連携しながら、時代に合わせ事
業内容を変化・拡大させてきた。
　50年代は半導体の時代である。同
社もいち早く参入するが、組立加工の
みならず金型部門や装置メンテナン
ス部門までも立ち上げてしまう。「これ
が他の機械装置にも展開でき、社内

実力の向上に繋がった」と菅原康裕
社長は振り返る。昭和61年にプラス
チックの金型設計と射出成形を開始
すると、わずか数年でコネクタ成形組
立にも進出。一方の北上精密も、超硬
合金を使用した金型製作に県内でい
ち早く取り組んでいく。その実績が評
価され、平成18年にはアルミ缶用成
形金型の製造を県内で唯一開始し
た。「メーカーで１年の研修をし、設備
ごと岩手へ移管されました。寸法精度
などの厳しい要望にも、当社で蓄積し
てきたメンテナンス技術で対応できま
した」。北上精密の小原初弘社長が
胸を張る。
　「顧客の要望を実現するためには顧
客から教えてもらうことです」。菅原社

北上市で創業して40年余り。今や時計部品から自動車関連部品ま
で、北上エレメックの作る製品は多岐に渡る。顧客に学び、企業同士
の繋がりを大事にする同社の戦略を菅原康裕社長に伺った。

1自動車部品生産で導入し
たプラスチック射出成形機は
15t～220tクラスまで揃え
大型～小型部品にも対応。
2センターの設備貸与事業
も積極的に利用。導入した機
械が生産を支えている。
3成形で一番重要なセクショ
ンである金型メンテナンス部
門。メンテナンスのタイミン
グ等技術的な積み重ねから
最適の仕事を担う。
4マシンプログラムほか加工
図面も作成する設計室。
5創業時から取り組む時計
加工。時計針への印刷作業は
現在、全面自動化へ移行中。
6昨年２月、岩手県内で初め
て導入された５軸マシニング
センタ。回転やねじりなど複
雑な形状の加工が可能。
78外周研削盤や底面研削
盤など、さまざまな機械加工
に対応する加工機が揃う。
9機械化が進んだとして
も目視は必須。加工された製
品は精密検査室で全品チェッ
ク、顧客へと送られる。
アルミ飲料缶の金型は
超硬合金を使用。人工ダイヤ
で正確に切削していく。

長がきっぱりと話すように同社では客
先研修などを行い、メーカーや協力企
業へ積極的に働きかけてきた。その中
でニーズの掘り起こしと技術革新に
努め続けてきたのだ。

自動車産業参入、工場買い取り
業界再編の今こそ攻めの姿勢で

　現在は「金型事業」「射出成形や
金属プレス等の量産体制」「装置メン
テナンス」を事業の３本柱とし、金型か
ら製品提供、さらには自社内で装置
製作も行えるまでに。だが菅原社長は
さらなる連携を探り、平成16年に経産
省のモデル事業採択を受けて市内の
同業会社２社と自動車部品の協同受

注グループ「プラ21」を設立した。
　「そもそもは２０００年代の半導体不
況を受け、自動車業界への糸口をつ
かむため取り組んだもの。ただ自動車
の場合、従来の設備では対応できな
い大型部品もあり、設備投資をしなが
らの展開でした」。その挑戦は実を結
び、シート周りなど多くの自動車部品
の供給が始まっている。
　挑戦はこれにとどまらず、昨年２月に
は宮城県亘理町にある日立マクセル
の袖ヶ沢工場を買い取り、一眼レフカ
メラ等の光学レンズ鏡筒部品の製造
を開始。アルミ缶金型と同様に大きな
事業移管だが「こういう『事業丸ごと
を受けて欲しい』という要望がたまに
ある」と菅原社長。金型から装置のメ

ンテナンスまで行える同社だからこそ、
メーカーも事業を託すのだろう。もちろ
ん、この宮城工場からも自動車関連
部品の供給を目指している。「宮城と
いう立地と、光学関係の高い金型技
術は大きな宣伝材料。我々の技術の
幅が広がり、顧客の要望にもっと応え
られる」と菅原社長は期待している。
　「日本工業界は今、再編の真った
だ中にあります。仕事のボリュームが
減り、より高度なものが求められる中で
は、単独ではなく中小企業同士が手
を結び、技術レベルでの連携や仕事
上の情報交換を積極的に行っていか
なくては」。菅原社長は厳しく、その先
を見つめていた。

企 業 デ ー タ
短納期・低コスト・高品質というニーズに応えるためには技術の向
上は必須ですが、仕事そのものを逃さないためには共同で受注
し、互いの技術を補うなど企業同士が手を組む必要性もあると思
う。そのためにも情報を受ける・与えるのキャッチボールも大事に
しています。

情報を受けて
与えることが仕事獲得への一歩

技アリ！ポイント

いわての仕事録
わざ

［いわて産業振興センターの活用実績］
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会 社 名 谷村電気精機 株式会社
本　　社 北上市村崎野21-26-18
電　　話 0197-68-2311
代 表 者 谷村 康弘

貸与・商談会・ものづくりアカデミーなどの多
様な事業を利用、サポート力に感謝していると
話す。「いわて医療機器事業化研究会」では共
同代表をつとめ、連携を強化

創　　業 昭和42年（1967年）4月
従 業 員 230名
業　　種 医療分析機器、情報端末・通信端末等の製造
U　R　L http://www.yamura.co.jp/

県内製造業界リーダーの試練
受注製造事業に特化する道のり

　「大震災の経験を経た我々が成す
べきは、活発な事業活動を通じて当
地の発展に必要な『機能』になるこ
と。この会社を、地域に根ざしたものと
して大切に育てていきたいのです」。
　昭和42年北上市に創業して以来、
県内製造業界を牽引してきた谷村電
気精機株式会社。昨年６月に代表取
締役に就任した谷村康弘社長は自ら
の職責を強く意識し、時流を読み事
業の未来を探り続ける。半世紀近い
同社の歴史は、そんな挑戦の連続
だった。
　新興製作所の創業者である谷村

貞治氏が設立した同社。創業時は郵
便局向け為替貯金窓口会計機や国
際テレックス装置などの量産組立を
受注していたが、50年代半ばに大手
電子部品メーカーとの取引が始まり、
共同設計という形でプリンターの量産
を開始する。だがバブルが崩壊し、
メーカーの岩手撤退も決定。事業転
換を迫られた同社は自社ブランド製
品の開発・製造に乗り出すも、販路開
拓に苦慮し継続を断念する。
　この間10年あまり。試行錯誤の日々
を経て同社が選択したのが、受託製
造に特化した現在の事業体制だった
と谷村社長はいう。「大手のパートナー
企業でも専門メーカーでもない、お客
様の望むものづくりを行っていく」。この

北上市に拠点を置く谷村電気精機株式会社。今や県内の医療機器
製造業の牽引役として走り続ける同社にも、事業転換にともなう
試行錯誤の時代があった。

1板金のベンダー作業。多品
種小ロットのものづくりには
人の手が欠かせない。
2プレス工場としてスタート、
設備を入れ替え少量多品種
に対応する板金工場に。
34人による加工は機械と
違い品質の固定化ができな
いが、日々の品質改善活動を
実施することで向上してい
く。この過程で得られた技術
やノウハウを次の製品に活か
せるのも人ならでは。
5機械加工で取りきれなかっ
た「バリ」を取り除く。
6第二工場では分析装置を
製造。部品の７割は自社工場
で製造可能、全体でも９割は
自社で調達している。
7ハーネス加工にも多くの人
の手が関わっている。
89切削工場で稼働するマ
ルチタスキングマシン。旋盤
加工とフライス加工を同時に
行うことができる。
外観デザインの作り方から
部品・製品設計まで担う技術
開発部。同社の中枢だ。

技アリ！ポイント

方針提起とほぼ同時に、当センターか
ら紹介を受ける形で医療機器メー
カーとの取引が始まった。そして現在、
医療機器製造の事業シェアは同社の
売上の約７割を占めるまでに成長して
いる。

次代を担うのは医療機器の製造
地場企業としての使命へ邁進

　同社が製造する医療機器は、血液
分析装置ほか心不全の診断に使用
される移動式免疫発光測定装置等
をはじめ、今では介護分野にも及ぶ。
ちなみに日本国内に流通する３万品
目を超える医療機器の多くは未だ輸
入品であるため、現在は国を挙げて

「メイド・イン・ジャパンの医療機器づく
り」の機運が高まっている。
　事業としては追い風だが、人体に
関わる医療分野ゆえ、参入のハード
ルは低くない。医療機器製造の許可
はいうまでもないが、同社ではさらに
医療機器の国際品質マネジメント規
格ISO13485も取得、「世界展開を行
う取引先から『パートナー』として選ば
れるため」と谷村社長は説明する。そ
こには、プリンター製造で取り組んでき
た開発・設計のスキルに加え板金や
切削加工場をも有し、開発から加工・
調達、量産までの一貫体制を称する
ビジネスモデル「BPO（ビジネス・プロ
セス・アウトソーシング）」を構築してき
た自負もある。「ものづくりの入口から

出口までを請け負う」を実行するた
め、必要な手は惜しまないのだ。
　自動車や半導体などの県内製造
業は、リーマンショックと大震災で大き
なダメージを受けた。だが医療分野は
好不況に左右されにくく、震災後その
思いが確信に変わったと谷村社長。
「医療分野の持つ将来的な広がりや
事業の安定性は、日本を牽引してきた
半導体や自動車に続く産業になり得
る」と語る。刻 と々国内製造業を取り
巻く環境が厳しさを増す中で、医療分
野でのシェア拡大こそ企業存続のカ
ギになると考えているのだ。
　「企業存続こそが地域貢献」と谷
村社長。従業員とサプライヤー、さらに
地域の未来も見つめている。

企 業 デ ー タ医療分析機器ほか情報端末機器、省力化・検査機器とプリンターが当社の主な生産品。開発設計技術と
製造力に加え、金属加工工場を有し自社で部品調達もできる一貫生産体制「BPO（ビジネス・プロセス・
アウトソーシング）」が、フレキシブルな生産活動を支えています。

プリンターから医療機器まで製造する生産体制

いわての仕事録
わざ

［いわて産業振興センターの活用実績］
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会 社 名 谷村電気精機 株式会社
本　　社 北上市村崎野21-26-18
電　　話 0197-68-2311
代 表 者 谷村 康弘
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業　　種 医療分析機器、情報端末・通信端末等の製造
U　R　L http://www.yamura.co.jp/
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技アリ！ポイント
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次代を担うのは医療機器の製造
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